





































　① 　Tuncoku ＆ Hayashi（989）は、Türkçe Konuşanlar İçin Japonca Dilbilgisi の “Hal Edatları 
ve Ayırıcı Edatlar” では、格助詞の「の」を次のように定義している。
　　 　トルコ語の原文：No edatı, Türkçe’ deki tamlayan （genitif） ekine benzemekle birlikte, bazen 
daha geniş ve yoruma açık bir fonksiyona sahiptir. Bu edatın temel fonksiyonu, aynı kelime 




　② 　Tekmen＆Takano（2005）は、Japonca Dilbilgisiの“Ad Durum İlgeci”では、格助詞の「の」
を次のように定義している。
　　 　 ト ル コ 語 の 原 文：Ad durum ilgeci genelde ad ve yüklem arasındaki ilişkiyi kurmak için 
kullanılır. Ancak, burada açıklanacak olan ‘no’ ilgecinin işlevi ‘Ad１ no Ad２ ’ biçiminde ad ile 







































































































































印をつけていく方法を用いた。見つかった用例をMicrosoft Office Word 2007を使って入力し、電子




















a．所有主 君の鉛筆 （senin kalemin）
b．作成者 彼の話 （onun konuşması）
c．所属先 アパートの係り （apartmanφgörevlisi）
d．動作主 整備の人々 （bakım görevlisiφ insanlar）
e．状態の主体 日本女性の優しさ （japon kadınının kibarlığı）
２　対象
a．動作・行為の対象 候補者の整理 （adayların düzenlenmesi）




a．人間関係の基点 お嬢様の相手 （hanımefendinin eşi）
b．数量関係の基点 布の厚さの２倍 （kumaş kalınlığının iki katı）
c．時間関係の基点 サーカスの前 （sirkin öncesi）
d．空間関係の基点 自動車の中 （arabanın içi）
４　場所
a．存在の場所 愛知県彌冨町の近鉄電車彌冨駅
（Aichi Bölgesi Yatomi Şehri'ndeki 
Kintetsu Treninin Yatomi İstasyonu）
b．出生・出産の場所 インドの詩聖のタゴル （Hindistan’ın ünlü şairi Tagor）
c．発生の場所 大島の地震 （Oşimaφdepremi）
d．使用の場所 散薬の袋 （ilaçlamaφ torbası）
e．抽象的な場所 論理上の欠陥 （mantık üzerindeki eksik）
f．指示する場所 ここの家 （buradaki ev）
５　時刻・時期 今日の教育 （bugunkü eğitim）
６　数量・数値 四頭の馬 （４ başφat）
７　順序 日本第一の名所 （Japonya’nın birinciφünlüyeri）
８　性質・性格・状態（第三形容詞） 髭の男 （sakallı erkek）
９　内容・関与物 絵の講演 （resimφkonuşmasi）
0　材料 ゴムの手袋 （lastikten eldiven）
　選択の範囲 議題の一つ （tartışma konularından biri）
2　同格
a． 同内容の異なる言葉を
繋げる（～である） おじさんのアリ軍曹 （amcanızφ／（olan）Ali çavuş） 
b．名称（～という） イスタンブールの町 （istanbulφşehri／（denilen）şehir） 
3　中身 リンゴの籠 （elmaφsepeti）
4　見聞・想念・話題などの内容 失踪のうわさ （kaybolmaφsöylentisi）
5　理由・原因 合格の喜び （sınavı geçmenin sevinci）
6　関心 故郷の思い出 （memleketφhatırası）
7　指示











a．N２は形式名詞 表Aの通り （Tablo A'daki gibi／－nın doğrultusu）
b．N２は助動詞 次の如く （bir sonraki gibi）
②　主格の「の」 葉っぱの枯れた木 （yaprağıφsolan ağaç）














格語尾（ゼロ格）＝（φ） 個人の別荘 müstakilφyazlık 38（55.2）
格語尾（属格）＝（－（n）in） 先生の宅 hocamın evi 76（30.4）
いずれの分類にも入れられない対訳文 手足の運動を已めて elini ayağını hareket 
ettirmez olmuş
2（ ４.８）
格語尾（所属）＝（－ki） 元の床几 az önceki taburem ８（ ３.２）
格語尾（奪格）＝（－dan） 中国のある資産家 Çūgoku bölgesinden　
varlıklı bir aile
６（ ２.４）
格語尾（対格）＝（－（y）i） 金の工面 parayı denkleştirmem ３（ １.２）
格語尾（処格）＋所属語尾＝（－da＋－ki） 学校の授業 okuldaki dersler ２（ ０.８）
派生語尾＝（－si） 次の日 ertesi gün ２（ ０.８）
格語尾（処格）＝（－da） 多くの男 çok sayıda erkek １（ ０.４）
対格語尾＋動詞の連体形活用語尾
＝（－（y）i）＋動詞語幹＋（－an）
鍬の手 kazmayı tutan eli １（ ０.４）































































































































































































　　　トルコ語の対訳文：　benim yarıya kadar doldurduğum kadehi
　　　ben　　－im　　 yarı　 －ya　　kadar　　doldur　　－duğ　　－um　　kadeh　－i
















　　　トルコ語の対訳文：　Yüksek sesli kahkaha benzeri bir şeyi duymuşluğum hiç olmamıştı．
　　　Yüksek　ses　－li　 kahkaha　benzeri　bir　şey　－i　duy　　－muş　　　－luğ　　－um
















格助詞（属格）＝「の」 hocamın hanımı 先生の奥さん 26（50.4）
格助詞（裸格）＝「φ」 evin eşiği 玄関φ先 4（6.4）
格助詞（主格）＝「が」 dünyanın kendisinin varlığından bihaber hali
世間が先生を知らないで
平気でいるの 24（ 9.6）
いずれの分類にも入れられないもの evin hanımı 奥さん 22（8.8）
204
日土対訳データベースに見られる日本語とトルコ語の属格形式　　ダルクラン・アイシェ・ヌル
取り立て助詞　　＝「は」 Hocam ın  b i r  gün bana  şu duygularını dahi ifşa ettiği
先生はある時こんな感想
すら私に洩らした 2（4.8）
格助詞（与格）＝「に」 hanımefendinin dikkate şayan bir özelliği 奥さんに特色 ７（2.8）
格助詞（対格）＝「を」 davranışlarımın idraki 態度を自覚 ６（2.4）
取り立て助詞　　＝「も」 iki üç kişiyi geçmediğinin de farkındaydım
二人か三人しかないとい
う事も知っていた ３（.2）
格助詞（共格）＝「と」 hocamın hemşerisi olduğu kimi talebeler 先生と同郷の学生 ２（0.8）
格助詞（与格）＋　取り立て助詞
 ＝「には」 benim anlayacağım birşey değil 私には解りません ２（0.8）
格助詞（共格）＋　取り立て助詞
 ＝「とは」
hocam ve hanımefendinin iyi bir 
karı koca ilişkileri vardı
先生と奥さんとは仲の好
い夫婦の一対であった １（0.4）




 ＝「をした」 konuşmasının sonunda 話をした末 １（0.4）
格助詞（属格）＋取り立て助詞
 ＝「のは」

























































































a．所有主 ○ ○ ○
b．作成者 ○ ×
c．所属先 ○ ×









d．空間関係の基点 ○ ○ ○
４　場所
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